
五

略歴・主要著作一覧

小
島
孝
夫 

先
生
　
略
歴
・
主
要
著
作
一
覧

　
　
　
略
　
歴

一
九
五
五
年
四
月　
　

埼
玉
県
北
足
立
郡
伊
奈
町
に
生
ま
れ
る

一
九
七
四
年
三
月　
　

埼
玉
県
立
熊
谷
高
等
学
校
卒
業

一
九
七
六
年
四
月　
　

武
蔵
野
美
術
大
学
造
形
学
部
彫
刻
学
科
入
学

一
九
八
〇
年
三
月　
　

武
蔵
野
美
術
大
学
造
形
学
部
彫
刻
学
科
卒
業

一
九
八
〇
年
四
月　
　

㈱
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
日
本
観
光
文
化
研
究
所
所
員
（
一
九
八
一
年
三
月
ま
で
）

一
九
八
一
年
四
月　
　

筑
波
大
学
大
学
院
修
士
課
程
環
境
科
学
研
究
科
入
学

一
九
八
三
年
三
月　
　

筑
波
大
学
大
学
院
修
士
課
程
環
境
科
学
研
究
科
修
了
（
修
士
（
学
術
））

一
九
八
三
年
四
月　
　

筑
波
大
学
大
学
院
修
士
課
程
環
境
科
学
研
究
科
研
究
生

一
九
八
四
年
四
月　
　

千
葉
県
立
大
利
根
博
物
館
学
芸
員
（
一
九
八
四
年
九
月
ま
で
）

一
九
八
四
年
十
月　
　

千
葉
県
立
安
房
博
物
館
学
芸
員
（
主
任
技
師
）

一
九
九
五
年
四
月　
　

千
葉
県
教
育
庁
生
涯
学
習
部
文
化
課
博
物
館
準
備
室
文
化
財
主
事

一
九
九
五
年
十
一
月　

千
葉
県
立
関
宿
城
博
物
館
学
芸
員
（
研
究
員
）



六

一
九
九
六
年
四
月　
　

成
城
大
学
文
芸
学
部
文
化
史
学
科
専
任
講
師

二
〇
〇
三
年
四
月　
　

成
城
大
学
文
芸
学
部
文
化
史
学
科
助
教
授

二
〇
〇
七
年
四
月　
　

成
城
大
学
文
芸
学
部
文
化
史
学
科
准
教
授
（
助
教
授
よ
り
名
称
変
更
）

二
〇
一
〇
年
四
月　
　

成
城
大
学
文
芸
学
部
文
化
史
学
科
教
授
（
大
学
院
併
任
）

二
〇
二
六
年
三
月　
　

成
城
大
学
文
芸
学
部
退
職

　
　
　
所
属
学
会

日
本
民
俗
学
会
、
現
代
民
俗
学
会
、
埼
玉
民
俗
の
会

　
　
　
主
要
な
社
会
的
活
動

千
葉
の
文
化
を
語
る
会
委
員
（
知
事
部
局
）（
二
〇
〇
三
年
度
～
二
〇
〇
四
年
度
）

文
化
庁
調
査
員
（
文
化
財
部
）（
二
〇
〇
三
年
度
～
二
〇
一
〇
年
度
）

江
戸
東
京
博
物
館
資
料
評
価
委
員
会
委
員
（
二
〇
〇
四
年
度
～
二
〇
一
〇
年
度
）

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
第
6
室
展
示
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
委
員
会
委
員
（
二
〇
〇
五
年
度
～
二
〇
一
一
年
度
）

武
蔵
野
美
術
大
学
造
形
研
究
セ
ン
タ
ー
民
俗
造
形
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
（
二
〇
〇
八
年
度
～
二
〇
一
〇
年
度
）

三
重
県
海
女
習
俗
調
査
委
員
会
委
員
（
二
〇
〇
八
年
度
～
二
〇
一
二
年
度
）



七

略歴・主要著作一覧

館
山
市
博
物
館
協
議
会
委
員
（
二
〇
一
〇
年
度
～
二
〇
一
二
年
度
）

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
編
集
委
員
会
館
外
委
員
（
二
〇
一
一
年
度
～
二
〇
一
四
年
度
）

千
葉
県
博
物
館
資
料
審
査
委
員
会
委
員
（
二
〇
一
三
年
度
～
二
〇
一
五
年
度
）

山
梨
県
立
博
物
館
資
料
情
報
委
員
会
委
員
（
二
〇
一
三
年
度
～
現
在
に
至
る
）

人
間
文
化
研
究
機
構
国
文
学
研
究
資
料
館
運
営
会
議
委
員
（
二
〇
一
三
年
度
～
二
〇
一
四
年
度
）

埼
玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
資
料
評
価
委
員
会
委
員
（
二
〇
一
三
年
度
～
現
在
に
至
る
）

石
川
県
海
女
習
俗
調
査
委
員
会
委
員
（
二
〇
一
四
年
度
～
二
〇
一
七
年
度
）

史
跡
里
見
氏
城
跡
岡
本
城
跡
保
存
管
理
計
画
委
員
会
委
員
（
二
〇
一
五
年
度
～
現
在
に
至
る
）

人
間
文
化
研
究
機
構
総
合
人
間
文
化
研
究
推
進
セ
ン
タ
ー
推
進
評
議
会
委
員
（
二
〇
一
六
年
度
～
二
〇
二
一
年
度
）

松
戸
市
立
博
物
館
協
議
会
委
員
（
二
〇
一
九
年
度
～
現
在
に
至
る
）

文
化
審
議
会
専
門
委
員
（
文
化
財
分
科
会
）
委
員
（
二
〇
一
九
年
度
～
現
在
に
至
る
）

行
田
市
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
検
討
委
員
会
委
員
（
二
〇
二
一
年
度
～
二
〇
二
四
年
度
）

大
宮
盆
栽
美
術
館
運
営
委
員
会
委
員
（
二
〇
二
一
年
度
～
現
在
に
至
る
）

松
戸
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会
委
員
（
二
〇
二
四
年
度
～
現
在
に
至
る
）



八

　
　
　
主
要
著
作
目
録

共
著『

海
と
里
（
日
本
の
民
俗
一
）』（
安
室　

知
・
野
地
恒
有
の
両
氏
と
共
著
）
吉
川
弘
文
館　

二
〇
〇
八
年
十

一
月

編
著『

海
の
民
俗
文
化
―
漁
撈
習
俗
の
伝
播
に
関
す
る
実
証
的
研
究
―
』
明
石
書
店　

二
〇
〇
五
年
三
月

『
ク
ジ
ラ
と
日
本
人
の
物
語
―
沿
岸
捕
鯨
再
考
―
』
東
京
書
店　

二
〇
〇
九
年
十
月

『
地
域
社
会
・
地
方
文
化
再
編
の
実
態
（
グ
ロ
ー
カ
ル
研
究
叢
書
二
）』
成
城
大
学
民
俗
学
研
究
所
・
グ
ロ
ー

カ
ル
研
究
セ
ン
タ
ー　

二
〇
一
〇
年
十
二
月

『
平
成
の
大
合
併
と
地
域
社
会
の
く
ら
し
―
新
た
な
関
係
性
の
模
索
―
』
明
石
書
店　

二
〇
一
五
年
三
月

『
地
域
社
会
の
ゆ
く
え
、
家
族
の
ゆ
く
え
―
農
村
・
山
村
・
離
島
の
社
会
変
化
―
』
明
石
書
店　

二
〇
二
一

年
三
月



九

略歴・主要著作一覧

共
編
著

『
海
と
島
の
く
ら
し
―
沿
海
諸
地
域
の
文
化
変
化
―
』（
田
中
宣
一
氏
と
共
編
）
雄
山
閣　

二
〇
〇
二
年
三
月

『
半
島
の
く
ら
し
―
広
域
民
俗
誌
の
試
み
―
』（
田
中
宣
一
氏
と
共
編
）
慶
友
社　

二
〇
〇
九
年
三
月

監
修『

済
州
島
海
女
（
チ
ャ
ム
ス
）
の
民
俗
誌
―「
海
畑
」
と
い
う
生
活
世
界
―
』（
ア
ン
・
ミ
ジ
ョ
ン
著
、
キ
ム
・

ス
ン
イ
ム
訳
の
監
修
を
担
当
）
ア
ル
フ
ァ
ー
ベ
ー
タ
ー
ブ
ッ
ク
ス　

二
〇
一
七
年
十
一
月

論
文「

ア
ワ
ビ
採
具
か
ら
み
た
潜
水
採
集
活
動
―
三
重
県
志
摩
郡
大
王
町
畔
名
の
海
女
の
事
例
―
」
日
本
民
具
学

会
編
『
海
と
民
具
（
日
本
民
具
学
会
論
集
（
一
））』
雄
山
閣　

一
九
八
七
年
十
一
月

「
安
房
地
方
の
ツ
チ
ク
ジ
ラ
漁
―
漁
具
・
漁
法
の
語
る
も
の
―
」
神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研
究
所
編
『
歴

史
と
民
俗
（
神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研
究
所
論
集
）』
第
四
号　

平
凡
社
、
一
九
八
九
年
六
月

「
房
総
の
突
き
ん
棒
漁
―
突
き
ん
棒
漁
村
の
成
立
と
終
息
―
」
宮
田　

登
編
『
黒
潮
の
道
（
海
と
列
島
文
化　

第
七
巻
）』
小
学
館　

一
九
九
一
年
九
月

「
離
島
振
興
法
と
離
島
生
活
の
変
化
―
島
根
県
隠
岐
郡
都
万
村
を
事
例
と
し
て
―
」
成
城
大
学
民
俗
学
研
究



一
〇

所
編
『
成
城
大
学
民
俗
学
研
究
所
紀
要
』
第
二
十
三
号　

一
九
九
九
年
三
月

「
島
に
還
る
―
民
俗
再
考
―
」
成
城
大
學
大
學
院
文
學
研
究
科
編
『
日
本
常
民
文
化
紀
要
』
第
二
十
一
輯　

二

〇
〇
〇
年
三
月

「
海
と
暮
ら
し
の
解
離
―
離
島
に
お
け
る
漁
と
観
光
」
田
中
宣
一
・
小
島
孝
夫
編
『
海
と
島
の
く
ら
し
―
沿

海
諸
地
域
の
文
化
変
化
―
』
雄
山
閣　

二
〇
〇
二
年
三
月

「
民
具
研
究
の
課
題
―
技
術
誌
・
個
人
誌
を
超
え
る
た
め
に
―
」
印
南
敏
秀
・
神
野
善
治
他
編
『
も
の
・
モ

ノ
・
物
の
世
界
―
新
た
な
日
本
文
化
論
―
』
雄
山
閣　

二
〇
〇
二
年
三
月

「
潜
水
漁
の
諸
相
―
加
齢
と
熟
練
―
」
赤
田
光
男
・
香
月
洋
一
郎
編
『
民
具
と
民
俗
（
講
座
日
本
の
民
俗
学

九
）』
雄
山
閣　

二
〇
〇
二
年
年
十
一
月

「
漁
業
の
近
代
化
と
漁
撈
儀
礼
の
変
容
―
千
葉
県
銚
子
市
川
口
神
社
ウ
ミ
ガ
メ
埋
葬
習
俗
を
事
例
に
―
」
成

城
大
學
大
學
院
文
學
研
究
科
編
『
日
本
常
民
文
化
紀
要
』
第
二
十
三
輯　

二
〇
〇
三
年
三
月

「
捕
鯨
文
化
に
お
け
る
伝
統
―
千
葉
県
安
房
地
方
の
鯨
食
文
化
を
事
例
に
―
」
成
城
大
學
大
學
院
文
學
研
究

科
編
『
日
本
常
民
文
化
紀
要
』
第
二
十
四
輯　

二
〇
〇
四
年
三
月

「
地
域
社
会
の
変
容
と
伝
統
文
化
の
行
方
―
千
葉
県
匝
瑳
郡
光
町
虫
生
を
事
例
と
し
て
―
」
成
城
大
学
民
俗

学
研
究
所
『
成
城
大
学
民
俗
学
研
究
所
紀
要
』
第
二
十
九
号　

二
〇
〇
五
年
三
月

「
漁
撈
習
俗
の
伝
播
の
諸
相
―
資
源
分
布
と
文
化
変
容
―
」
拙
編
『
海
の
民
俗
文
化
―
漁
撈
習
俗
の
伝
播
に



一
一

略歴・主要著作一覧

関
す
る
実
証
的
研
究
―
』
明
石
書
店　

二
〇
〇
五
年
三
月

「
離
島
生
活
の
論
理
―
ク
チ
モ
ラ
イ
・
ヤ
リ
モ
ラ
イ
慣
行
を
め
ぐ
っ
て
―
」
東
北
芸
術
工
科
大
学
東
北
文
化

研
究
セ
ン
タ
ー
編
『
季
刊　

東
北
学
』（
五
）
二
〇
〇
五
年
十
月

「
里
と
海
・
山
の
な
り
わ
い
」
谷
口　

貢
・
松
崎
憲
三
編
『
民
俗
学
講
義
―
生
活
文
化
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
―
』

八
千
代
出
版　

二
〇
〇
六
年
十
月

「
式
年
浜
下
り
の
周
期
性
を
め
ぐ
っ
て
―
福
島
県
南
相
馬
市
真
野
川
流
域
の
浜
下
り
を
事
例
と
し
て
―
」、
松

崎
憲
三
編
『
諏
訪
系
神
社
の
御
柱
祭
―
式
年
祭
の
歴
史
民
俗
学
的
研
究
―
』
岩
田
書
院　

二
〇
〇
七
年
三
月

「
地
域
社
会
の
変
容
と
共
同
体
の
再
構
築
―
東
京
都
御
蔵
島
村
を
事
例
と
し
て
―
」
成
城
大
學
大
學
院
文
學

研
究
科
編
『
日
本
常
民
文
化
紀
要
』
第
二
十
六
輯　

二
〇
〇
七
年
三
月

「
離
島
の
く
ら
し
と
変
容
」
吉
川
弘
文
館
、『
海
と
里
』（
日
本
の
民
俗
学
一
）
二
〇
〇
八
年
十
一
月

「
漁
村
集
落
と
漁
撈
習
俗
―
知
多
半
島
の
海
と
く
ら
し
―
」
小
島
孝
夫
・
田
中
宣
一
編
『
半
島
の
く
ら
し
―

広
域
民
俗
誌
の
試
み
―
』
慶
友
社　

二
〇
〇
九
年
三
月

「
な
り
わ
い
と
民
俗
信
仰
」
谷
口　

貢
・
宮
本
袈
裟
雄
編
『
日
本
の
民
俗
信
仰
』
八
千
代
出
版　

二
〇
〇
九

年
六
月

「
千
葉
県
和
田
浦
の
小
型
捕
鯨
業
の
現
状
と
課
題
―
鯨
食
文
化
の
継
承
を
め
ぐ
っ
て
―
」
岸
本
伸
啓
編
『
捕

鯨
の
文
化
人
類
学
』
成
山
堂
書
店　

二
〇
一
二
年
三
月



一
二

「
地
域
社
会
と
文
化
財
―
無
形
民
俗
文
化
財
の
継
承
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
日
本
常
民
文
化
紀
要
』
第
二
十
九
輯　

成
城
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科　

二
〇
一
二
年
三
月

「
市
町
村
合
併
後
の
地
方
自
治
体
再
創
造
に
む
け
て
―
社
会
動
態
と
地
域
社
会
の
く
ら
し
―
」『
グ
ロ
ー
カ
ル

時
代
に
見
ら
れ
る
地
域
社
会
、
文
化
創
造
の
様
相
』
成
城
大
学
グ
ロ
ー
カ
ル
研
究
セ
ン
タ
ー　

二
〇
一
六
年

三
月

「
島
渡
り
す
る
海
女
た
ち
」
旅
の
文
化
研
究
所
編
『
活
き
る
（
旅
の
民
俗
シ
リ
ー
ズ　

第
一
巻
）』
現
代
書
館　

二
〇
一
七
年
十
月

「
地
域
社
会
に
お
け
る
祭
礼
の
展
開
―
埼
玉
県
北
足
立
郡
伊
奈
町
下
郷
区
の
春
祈
禱
を
事
例
に
―
」『
日
本
常

民
文
化
紀
要
』
第
三
十
三
輯　

成
城
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科　

二
〇
一
八
年
三
月

「
民
具
実
測
図
作
成
の
意
義
と
課
題
」『
民
具
マ
ン
ス
リ
ー
』
第
五
十
一
巻
十
二
号　

神
奈
川
大
学
日
本
常
民

文
化
研
究
所　

二
〇
一
九
年
三
月

「
資
料
収
集
地
域
の
農
業
経
営
」『
上
尾
の
摘
田
・
畑
作
用
具
資
料
整
備
事
業
報
告
書
』
上
尾
市
教
育
委
員
会　

二
〇
二
〇
年
三
月

「『
あ
き
ら
め
な
い
』
と
い
う
生
き
方
―
山
梨
県
南
巨
摩
郡
早
川
町
茂
倉
の
総
人
足
の
試
み
を
め
ぐ
っ
て
―
」

『
民
俗
学
研
究
所
紀
要
』
第
四
十
四
集　

成
城
大
学
民
俗
学
研
究
所　

二
〇
二
〇
年
三
月

「
有
形
民
俗
資
料
の
保
存
と
活
用
の
課
題
―
文
化
財
保
護
制
度
運
用
の
場
の
現
状
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
日
本
常



一
三

略歴・主要著作一覧

民
文
化
紀
要
』
第
三
十
六
輯　

成
城
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科　

二
〇
二
一
年
三
月

「
社
会
と
い
う
環
の
紐
帯
と
な
る
人
材
を
送
り
出
す
―
成
城
大
学
学
芸
員
課
程
を
事
例
と
し
て
―
」『
成
城
教

育
』
一
九
四
号　

成
城
大
学
教
育
研
究
所　

二
〇
二
二
年
三
月

調
査
報
告

「
海
辺
の
暮
ら
し
の
成
り
立
ち
と
移
り
変
わ
り
」
天
津
小
湊
町
編
『
天
津
小
湊
町
の
歴
史
（
下
巻
）』
一
九
八

三
月

「
海
女
と
海
士
」
他　

千
葉
県
史
料
研
究
財
団
編
『
千
葉
県
の
歴
史
別
編　

民
俗
一
（
総
論
）』
一
九
九
九
三

月「
漁
民
の
移
動
と
漁
撈
技
術
の
伝
播
」
千
葉
県
史
料
研
究
財
団
編
『
千
葉
県
の
歴
史
別
編　

民
俗
二
（
各
論
）』

二
〇
〇
二
年
三
月

「
衣
食
住
」「
環
境
と
生
産
」
伊
奈
町
編
『
伊
奈
町
史　

民
俗
編
』
二
〇
〇
二
年
三
月

「
民
俗
」
御
蔵
島
村
編
『
御
蔵
島
島
史
』
二
〇
〇
六
年
三
月

『
成
城
大
学
学
芸
員
課
程
実
習
報
告
書　

山
梨
県
南
都
留
郡
鳴
沢
村
の
民
家
』
成
城
大
学
学
芸
員
課
程
・
山

梨
県
都
留
郡
鳴
沢
村　

二
〇
〇
五
年
三
月

「
生
業
」「
衣
食
住
」
行
田
市
編
『
行
田
市
史　

資
料
編
（
民
俗
資
料
集
一
）』
二
〇
〇
七
年
三
月



一
四

「
足
袋
製
造
」
行
田
市
編
『
行
田
市
史　

資
料
編
（
民
俗
資
料
集
二
）』
二
〇
一
〇
年
三
月

『
三
重
県
海
女
習
俗
調
査
報
告
書
―
鳥
羽
・
志
摩
の
海
女
に
よ
る
素
潜
り
漁
―
』
三
重
県
教
育
委
員
会　

二

〇
一
四
年
三
月

『
行
田
の
民
俗
―
暮
ら
し
の
成
り
た
ち
と
移
り
変
り
―
』
行
田
市
市
史
編
さ
ん
委
員
会　

二
〇
一
四
年
三
月

『
海
女
習
俗
詳
細
調
査
報
告
書
』
石
川
県　

二
〇
一
六
年
三
月

『
行
田
の
足
袋
製
造
用
具
及
び
製
品
資
料
整
備
事
業
報
告
書
』（
監
修
）
行
田
市
教
育
委
員
会　

二
〇
一
九
年

三
月

「
志
摩
半
島
に
お
け
る
生
業
の
展
開
」
お
よ
び
監
修
『
志
摩
半
島
の
生
産
用
具
及
び
関
連
資
料
整
備
報
告
書
』

志
摩
市
教
育
委
員
会　

二
〇
二
一
年
三
月

「
生
活
変
化
／
生
活
改
善
／
生
活
世
界
の
民
俗
学
的
研
究
―
日
中
韓
を
軸
に
し
た
東
ア
ジ
ア
の
比
較
か
ら
」

二
〇
一
七
年
度
～
二
〇
二
〇
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金　

基
盤
件
研
究
（
Ｂ
）
課
題
番
号
一
七
Ｈ
〇
二
四
三

八
（
研
究
代
表
者　

小
島
孝
夫
）
研
究
成
果
報
告
書　

二
〇
二
三
年
三
月


